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１．はじめに 

 奄美大島は，2010 年 10 月 18 日から 20 日にかけて記録的な大雨に見舞われ，各所で河川の増

水氾濫，斜面崩壊，土石流による災害が発生した。奄美市住用町では河川氾濫で 2 人が犠牲にな

り，龍郷町では斜面崩壊によって 1 人が亡くなった。豪雨の影響は，そのほか，農業，水産業，

商工業，観光業，医療・福祉，道路・交通，上下水道，電気，通信などの広い範囲に及んだ。 
今回の大雨は，強度的にも，量的にも非常に大きかったことが特徴であり，その結果，さまざ

まな土砂移動現象とそれに起因する土砂災害が各地で発生した。ここでは，土砂災害の実態と特

徴について述べる。 
 

２．降雨状況 

 10 月 18 日から 21 日にかけて前線が奄美地方に停滞し，南シナ海にあった台風第 13 号の東側

で湿った空気が前線付近に流れ込んだため大気の状態が不安定となった。その結果，奄美地方は

総雨量が 800mm を超える記録的な大雨となった。24 時間雨量は，奄美市名瀬で 20 日 23 時 20
分までに 648mm となり，1976 年の観測開始以来最大を記録した。また 20 日の日雨量は，名瀬

で 622mm となり，1903 年 5 月 29 日に観測された 547mm を超え，1896 年の観測開始以来最大

となった。1 時間雨量は，瀬戸内町古仁屋で 20 日 13 時 05 分までに 89.5mm，奄美市名瀬で 20
日 16 時 41 分までに 78.5mm を記録した。また，解析雨量によると，1 時間 120mm を超える雨

が奄美市付近（20 日 10:30～11:30 と 13:00～14:00），大和村付近（同日 12:00～13:00）および

瀬戸内町付近（同日 14:00～15:00）で降っている（鹿児島地方気象台・名瀬測候所，2010）。 
 図－1 は，10 月 18 日 0 時から 24 日 24 時までの総雨量の等雨量線図（鹿児島県，2010）であ

る。龍郷町から奄美市名瀬にかけてと大和村から奄美市住用町にかけて総雨量が 800mm を超え

ている区域がある。 

 
図－1 10 月 18 日 0 時から 24 日 24 時までの総雨量の等雨量線図（鹿児島県，2010） 

 

３．被害状況 

鹿児島県危機管理防災課・現地対策合同本部が 2010 年 11 月 26 日現在で発表した人的被害お

よび建物被害は表－1 の通りである。このほか，土木関係，農業関係，環境林務関係，保健福祉

関係，商工・観光関係，文教関係など，被害総額は 11,568,106 千円（ 被害額判明分）にのぼっ

た。土砂災害による被害は，死者 1 名，負傷者 3 名，全壊 6 戸，半壊 1 戸，一部損壊 5 戸と報告
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されている（鹿児島県土木部砂防課・大島支庁建設課）。また，道路の被害は，国道 58 号が 39
箇所で全面通行止めになるなど，島内全域で発生した。図－1 に示すように，土砂災害は総雨量

が多かった区域に集中している。 
表－1 被害状況（鹿児島県 2010 年 11 月 26 日報告） 

 
 

４．代表的な土砂災害 

2010 年 10 月 31 日，2011 年 4 月 25 日，8 月 18～20 日，10 月 14 日，10 月 22～24 日に実施

した現地調査に基づき，図－2 に示す土砂災害の実態と特徴を記述する。 

 
図－2 調査した土砂災害地 

(１) 奄美市住用町城の土砂災害 

 土砂災害の原因は，国道 58 号の城
ぐすく

トンネル西側の脇之戸川流域（面積 0.31km2）で発生した

土砂流（土砂が水と一体となって流動する土石流と土砂が流水によって粒子単位で運ばれる掃流

砂の中間的な流れ）による。流域の地質は，頁岩あるいは頁岩・砂岩互層（中生代白亜紀）から

なり，渓流沿いには緑色岩類がみられる。 
図－3 は，災害地から西南西へ約 2km 地点の東城観測所（鹿児島県）における雨量記録である。

降り始めの 19 日から災害が発生した 20 日 15 時半までの累計雨量は約 500mm であり，災害発

生直前の 14 時～15 時に最大時間雨量 109mm を記録している。 
 降雨ピーク直後，樹木を含んだ土砂流が流下して国道の暗渠を閉塞した（図－4a）。そこで氾濫

した土砂はトンネル坑口に堆積し（図－4b），さらに一部は国道を流下して道路や集落に堆積した

（図－4c）。集落では床下浸水などの被害も発生している。脇之戸川を国道から約 300m 上流まで

調査した結果，渓岸や渓床が激しく侵食され（図－4d），また渓岸崩壊も発生していた（図－4e）。
豪雨で増水した渓流水で運ばれた多量の土砂が一気に流下し，国道や集落に流れ込んだようであ

る。上流には表層崩壊が発生し，また渓流には不安定な土砂が堆積しているので，その再移動を

抑制するための対策を講じる必要がある。 

12



 
図－3 東城観測所（鹿児島県）における雨量記録 

（奄美市住用町摺勝 610 番地，標高 5m，緯度 28°17′37″，経度 129°26′37″） 

 
図－4 奄美市住用町城の土砂災害 

 

(２) 奄美市住用町西仲間の土砂災害 

 土砂災害の原因は，住用町西仲間に位置する川渡川流域（面積 0.74km2）で発生した土砂流に

よる。流域の地質は砂岩・頁岩互層（中生代白亜紀）からなる。 
図－5 は，災害地から南東へ約 500m 地点の奄美市住用支所における雨量記録である。降り始

めの 19 日から災害が発生した 20 日 13 時頃までの累計雨量は約 650mm であり，災害発生直前

の 12 時～13 時に最大時間雨量 131mm を記録している。 
降雨ピーク直後，川渡川左岸側斜面から土砂が河道を横断して老人ホームに流入し（図－6a），

さらにその土砂で閉塞された箇所で川渡川上流から流下してきた土砂が氾濫した（図－6c）。左岸

側斜面からの流出土砂は多量の表流水による崖錐部の侵食に起因するものである。また，施設上

流の川渡川は渓岸や渓床が侵食され，流木が堆積しており，多量の出水が土砂と樹木を伴って流

下してきたことがわかる（図－6de）。右岸側の山腹で発生した斜面崩壊による土砂は下流まで達

していない。 
 老人ホームが位置している場所は，川渡川の谷出口に発達した扇状地形を形成しており，土砂

災害発生の危険性の高い区域である（図－6b）。 
(３) 奄美市住用町山間の土砂災害 

土砂災害の原因は，住用町山間
や ん ま

の山間小川流域（面積 0.59km2）で発生した土石流による。流

域の地質は砂岩・頁岩互層（中生代白亜紀）からなる。災害地は，図－5 に示した奄美市住用支

所の雨量観測点から南へ約 2km 離れている。 
山間小川流域では 2 カ所の斜面崩壊が発生して（図－7ab），その崩土が土石流となり流下した。

土石流は渓岸や渓床を侵食し（図－7c），谷出口の床固工（図－7d）から氾濫して観光施設（奄美

アイランド）や人家に被害を与えた（図－7gh）。下流には 1m を超える岩塊や流木が分布してい
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た（図－7eh）。奄美アイランドが位置している場所は，山間小川の谷出口に発達した扇状地形を

形成しており，土砂災害発生の危険性の高い区域である（図－7f）。渓流には不安定な土砂が堆積

しているので，その再移動を抑制するための対策を講じる必要がある。 

 
図－5 奄美市住用支所における雨量記録 

（奄美市西仲間字永池 111，標高 10m，緯度 28°15′56″，経度 129°24′31″） 

 
図－6 奄美市住用町西仲間の土砂災害 

 
図－7 奄美市住用町山間の土砂災害 
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(４) 大和村大和浜川の土砂災害 

 土砂災害の原因は，大和浜川流域（面積 0.06km2）で発生した多量の土砂を伴う出水による。

流域の地質は頁岩あるいは頁岩・砂岩互層（中生代白亜紀）からなる。 
図－8 は，災害地から東北東へ約 3km 地点の根瀬部観測所（鹿児島県）における雨量記録であ

る。降り始めの 19 日昼頃から災害が発生した 20 日 16 時頃までの累計雨量は約 700mm であり，

災害発生直前の 14 時～15 時に最大時間雨量 81mm を記録している 
 大和浜川流域では，3 箇所の表層崩壊が発生し（図－9a），その崩土の一部が出水に伴って流出

して床上浸水 13 戸，床下浸水 33 戸を生じさせた（図－9bcd）。流域の渓床には不安定な土砂が

多量に堆積しており，その再移動を抑制，あるいは再移動した土砂を捕捉するための対策を講じ

る必要がある。 

 
図－8 根瀬部観測所（鹿児島県）における雨量記録 

（奄美市名瀬根瀬部字川内 465-1，標高 320m，緯度 28°21′58″，経度 129°25′25″） 

 
図－9 大和村大和浜川の土砂災害 

 

(５) 奄美市名瀬浦上与蓋川の土砂災害 

 土砂災害の原因は，奄美市名瀬浦上の与蓋川流域（面積 0.24km2）で発生した土石流による。

流域の地質は砂岩，頁岩，それらの互層（中生代白亜紀）からなる。 

図－10 は，災害地から南西へ約 4.5km 地点の大島支庁における雨量記録である。降り始めの

19 日から災害が発生した 20 日 18 時頃までの累計雨量は約 750mm であり，災害発生直前の 16
時～17 時に最大時間雨量 73mm を記録している。 
 与蓋川流域で斜面崩壊が発生して，その崩土が土石流となって流下した（図－11abc）。谷出口

にあった砂防堰堤が流出土砂の大部分を捕捉したため（図－11d），事業所・人家・ゴルフ練習場

など 7 戸が床下浸水の被害を受けるにとどまった（図－11ef）。渓床上に堆積している不安定土砂

の再移動抑制と満砂となった砂防堰堤の除石による貯砂機能の回復等の対策を講じる必要がある。 

 
図－10 大島支庁における雨量記録 

（奄美市永田町 17-3，標高 6m，緯度 28°22′32″，経度 129°29′37″） 
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図－11 奄美市与蓋川の土砂災害 

 

(６) 龍郷町の土砂災害 

龍郷町では深層崩壊による土砂災害が発生した。以下，図－12 に示す浦，浦角子，久場で発生

した深層崩壊とそれに起因する土砂災害について示す。 

 
図－12 龍郷町で発生した深層崩壊 

 
 ａ) 浦の土砂災害 

20 日 19 時頃，浦川の沖積低地を囲む丘陵地の斜面で深層崩壊が発生し，人家等の全壊 1 戸と

半壊 2 戸，国道 58 号と町道の埋没による被害が生じた（図－13a）。 

図－14 は，災害地から南南西へ約 1.7km 地点の大勝
おおがち

観測所（鹿児島県）における雨量記録で

ある。雨は 19 日明け方から降り始め，20 日 4 時～5 時に 108mm の最大時間雨量を記録し，正

午頃いったん小降りになったが，再び夕方にかけて降り出した。深層崩壊はハイエトグラフの二

山目の降雨ピーク直後の 19 時前に発生し，降り始めからの総雨量は 700mm を超えていた。 
崩壊は幅約 50m，長さ約 80m，最大崩壊深約 10m であり，崩壊土砂量は 2 万 m3程度と見積

もられる。崩壊前の斜面傾斜は 35～40 度であり，地質は砂岩と頁岩の互層（中生代白亜紀）か

らなる。災害後のボーリング調査によると，斜面の地質構造は受盤構造をなし，斜面内に破砕帯

が確認されている（図－13b）。崩壊斜面中央部の頁岩層は粘土化して難透水層であり，崩壊直後
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斜面内の高い位置から湧水が確認され，この層の上を地下水が流動していたと推定される。 
深層崩壊地に向かって左側の斜面一帯には多数の滑落崖が確認され，斜面地層のクリープが進

行している（図－15a）。また深層崩壊跡地も確認された。浦地区は 2011 年 9 月 25～26 日に再び

豪雨に見舞われ，斜面一帯には亀裂や斜面地層のクリープに起因すると考えられる斜面下部での

小規模崩壊が発生している（図－15b）。 
現在，深層崩壊地は不安定土塊の排土工，吹付法枠工，排水工などが進められ，滑落崖や亀裂

が確認された斜面一帯は伸縮計などで斜面変状の監視が行われている。 

 
図－13 龍郷町浦の土砂災害 

 
図－14 大勝観測所（鹿児島県）における雨量記録 

（大島郡龍郷町大勝 1133，標高 18m，緯度 28°23′46″，経度 129°35′06″） 

 
図－15 龍郷町浦地区の深層崩壊と斜面変状 
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ｂ) 浦角子の土砂災害 

浦の深層崩壊地から東北東に約 1km 離れた浦角子地区では，住宅の裏山が崩れて 1 名が亡くな

り，1 名が負傷，人家 2 戸が全壊した（図－16b）。崩壊の規模は，幅約 40m，高さ約 50m，最大

崩壊深 5～6m であり，崩壊の形態は深層崩壊である（図－16a）。崩壊発生時刻は 20 日 18 時 50
分であり，浦の深層崩壊発生とほぼ同時である。斜面の地質は，基盤を占める凝灰岩や粘板岩と，

それを覆って分布する風化凝灰岩や崖錐堆積物からなり，表層部は赤色風化が著しい。斜面の地

質構造は流盤構造をなし，崩壊前の斜面傾斜は 30 度程度であった（図－16d）。 
崩壊は，崖錐堆積物（旧地すべり堆積物）が基盤岩との境界ですべったものである。斜面脚部

からは普段から湧水がみられたようであり，地下水が集水しやすい地下構造を有していた。今回

の豪雨により崖錐堆積物と下位の基盤岩の境界面で地下水位が上昇し，崩壊を誘発したと考えら

れる。 
崩壊斜面に向かって左側には厚い崖錐堆積物が不安定な状態で残存している（図－16c）。また

向かって右側斜面には旧崩壊跡地が確認される（図－16a）。 
不安定土塊の除去や地下水の排除等の対策を講じる必要がある。 
 

 
図－16 龍郷町浦角子の土砂災害（鹿児島県資料） 

 

ｃ) 久場の土砂災害 

 久場では今回の豪雨で最大級の崩壊が発生した。崩壊の規模は，目測で幅約 100m，長さ約 150m，

最大崩壊深 10～15m であり，崩壊の形態は深層崩壊である（図－17ab）。崩壊土砂量は 10 万 m3

程度と推定される。崩土は土石流となり約 1km 流下したが，下流の集落の手前で停止したため，

決定的な被害には至らなかった。斜面の地質は砂岩・頁岩（中生代白亜紀）であり，崩壊地内に

は断層が観察され，破砕が著しい（図－17c）。破砕された部分とその下位の岩盤の境界面からは

湧水があり，豪雨時には地下水位が上昇し，崩壊を誘発したと考えられる。 

 崩壊の拡大と山腹および渓床上に堆積した不安定土砂の再移動による土砂流出を抑制するため

の対策を講じる必要がある。 
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図－17 龍郷町久場の土砂災害 

 

 (７) 奄美市笠利町佐仁の土砂災害 

 奄美市笠利町佐仁では，丘陵地の傾斜 30 度未満の比較的緩い斜面で地すべりが発生した（図－

18abd）。斜面の地質は頁岩・砂岩（中生代白亜紀）であり，崩壊の規模は幅 20～30m，長さ約

100m，最大崩壊深約 5m である。崩壊した土砂の一部は斜面下端の水路を閉塞し，集落内にも流

入した（図－18c）。崩壊斜面の上部には滑落崖が確認され，過去にも地すべりを起こしているよ

うである（図－18e）。崩壊地内に残っている土塊の多くは再移動する可能性があり，地すべりを

想定した対策を講じる必要がある。 

 
図－18 奄美市笠利町佐仁の土砂災害 
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５．災害実態を踏まえた対策の基本的あり方 

土砂災害対策は，ハード対策とソフト対策からなり，両者を組み合わせて進める。以下，今回

の豪雨災害に関して土砂災害対策の基本的あり方について述べる。 

(１) ハード対策 

ａ) 土石流・流出土砂対策 

 今回の豪雨では時間雨量 100mm 以上の強雨に見舞われ，各所で多量の雨水が渓流に集中し，渓

岸・渓床を侵食して土砂が流出した。また，山腹が崩壊してその崩土が土石流となって流下した

箇所もあった。このような災害地では，土砂生産の抑制や流出土砂の調節を目的とした山腹工事

（崩壊地の植生回復など）や渓流工事（砂防堰堤，流路工など）を行う。 
ｂ) 深層崩壊・地すべり対策 

総雨量が 800mm を超える大雨となったため深層崩壊や地すべりも発生した。この災害地では，

地表水・地下水排除工，排土工などの地すべり対策あるいはそれに準じた対策を実施し，不安定

斜面の安定化をはかる。 

(２) ソフト対策 

 ソフト対策としては，警戒避難体制の整備と適切な土地利用の二つがある。 

ａ) 警戒避難対応 

深層崩壊を対象にした土砂災害ハザードマップの作成や警戒避難体制の整備をはかる必要があ

る。 

ｂ) 適切な土地利用 

土砂災害の恐れのある場所での新たな土地利用を抑制する。 

 

６．おわりに－まとめ－ 

2010年 10月 18日から 20日にかけて奄美大島を襲った大雨は，最大時間雨量が 100mm以上，

総雨量が 800mm を超えるなど，強度的にも，量的にも大きかった。その結果，さまざまな土砂

移動現象が連続的に，同時多発的に発生し，大きな土砂災害を引き起こした。 
以下，現地調査から得られた結果と今後の課題をまとめる。 

① 降雨強度が大きかったため，多量の雨水が渓流に一気に集中して渓岸・渓床を侵食し，多量

の土砂を流出させた（奄美市住用町城・西仲間など）。また山腹で発生した崩壊の土砂が土石

流となって流下して土砂災害を引き起こした（奄美市名瀬の与蓋川流域，奄美市住用町の山

間小川流域など）。 

② 総雨量が大きかったため，深層崩壊や地すべりが発生した（龍郷町浦・浦角子・久場，奄美

市笠利町佐仁など）。深層崩壊や地すべりが発生した場所は，断層などで破砕された地質構造

を有し，あるいは崖錐堆積物や過去に移動した厚い地すべり土塊が存在している斜面であり，

さらに地下水が集中するような地質構造をもつ斜面であった。 

③ 深層崩壊には集落周辺の 30 度未満の比較的緩い斜面で発生した例があり，急傾斜地崩壊危険

箇所からもれる可能性がある。 

④ 奄美大島は平地が少ないために，谷出口に施設や人家等が立地している場所が多く，今回の

大雨でも土砂災害が発生した（奄美市住用町西中間・山間など）。今後，このような場所での

警戒避難体制や土地利用のあり方を検討しなければならない。 

 
末筆ではあるが，現地調査や災害資料の提供等にあたって，鹿児島県土木部砂防課，大島支庁

建設課，同林務水産課にたいへんお世話になった。ここに記して謝意を表します。 
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